
第８７回 相模湖地区まちづくり会議 全体会 結果 

 

■ 日   時  令和５年９月２１日（木）・１９時開会 

■ 場   所  相模湖総合事務所 ３階 大会議室 

■ 出席委員数  １６名出席（５名欠席） 

■ 傍 聴 者  ０名 

 

１  開会 

 

２  代表あいさつ（河津代表） 

○河津代表欠席の為、森久保副代表からあいさつの後、代表の司会により進行し

た。 

 

３  協議事項 

 （１）令和５年度地区まちづくりを考える懇談会までの予定について 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

 添付資料のとおり承認された。 

 

 （２）令和５年度地区まちづくりを考える懇談会のテーマシートについて 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

 添付資料のとおり承認された。 

意見等（○意見・質問、⇒回答） 

○自分が子供の頃はバスもタクシーももっと本数があった。年々不便になってい

る。ただ、プレジャーフォレストは年々お客が増えているように見えることもあ

り、プレジャーフォレストを巻き込む形でバスの増便を考えてはどうか。 

⇒プレジャーの運営母体である富士急バスに来てもらえないかという話を聞いた

ことがあるが厳しいとのこと。 

○既存のタクシー会社に相模湖駅前に常時来てもらうようにするのは難しいだろ

う。今までタクシードライバーをしてきたが、相模湖に新たな民間のタクシーを

入れるのは難しいだろうという感触がある。市に関わってもらう形で新たに立ち

上げる必要があると思う。スマホアプリですぐに来てもらうというようなものが

あれば高齢者の方は使っていただけるだろう。 

 ドライバーは確保できるだろうが、運行管理についてはなかなか難しいと思う。 

来年すぐというのは難しいだろうから 2 年後 3 年後を見据えてお話をしていきた

い。 

○白タクについての話を国の方で検討するという話が出ている。そうしたものを

推し進めていきたい。 

⇒タクシー会社と既存のタクシーについてタクシー会社の看板を背負っているの



とでは、社員への教育や安全の確保等保証されうるものも変わってくる。 

地区でスーパーなどの需要のあるところまでの料金の設定を考える必要がある。

普通のタクシーの値段だと使わないだろう。 

既存のタクシーの概念とは違うものであると考える必要がある。こうした取り

組みをするとなれば、市や運輸局等いろいろなところと話をしていく必要がある

と思う。 

○タクシーに限らず、いろいろな既得権に縛られず、地域の人が本当に必要な交

通手段を模索していく必要がある。 

 

 （３）令和５年度地区まちづくりを考える懇談会の進行概要・想定質問要旨に

ついて 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

 進行概要については、添付資料のとおり承認された。 

 想定質問要旨については、今回出た意見を反映して次回会議にて再度協議する。 

意見等（○意見・質問、⇒回答） 

○循環バスの話についてはあまりにも具体性がない。もう少し案を出すにしても

具体性を持たせるべきだ。 

○先ほど話したタクシーの件だが、車はリースで確保できれば初期投資はそこま

でかからない。運行管理の人員を 2 名ほど確保できれば可能である。市から補助

金をもらえれば、新たなタクシーの運行は可能であると考える。 

 今、相模湖で導入できそうなのは循環バスのような乗り合いタクシーか、従来

型のタクシーを地域にあった料金で運行するぐらいだと思われる。 

○近隣の大きな駅で導入されているパークライドの取り組みと今議論に上がって

いたライドシェア等の取り組みを組み合わせたものを導入するといった質問はで

きないか。 

○藤野のスクールバスの話が出ていたが、近隣の企業バスを活用することはでき

ないか。上野原の東芝エレベーターはかつて一般向けにも開放されていた。現在

でも通学の子供たちへは開放されている。 

 

 （４）令和４年度地区まちづくりを考える懇談会市等の発言に対する現在の対

応状況について 

事務局から標記の件について添付資料に沿って説明があった。 

添付資料のとおり承認された。 

 

４  各部会等からの報告 

○各専門部会長から各専門部会の取組状況について説明があった。 

・産業・観光専門部会の中里部会長からダムカレースタンプラリーの進捗につい

ての報告があった。 

・子ども・若もの専門部会の藤井副部会長から前回まちづくり会議から特段動き



はないが、10 月 5 日に相模湖地区小・中学校の学習環境のあり方検討協議会が

教育委員会主催で行われると報告があった 

・地域ケア会議の遠藤委員から会議の内容について別紙の通り説明があった。 

 

５  その他 

 ・中里副代表が相模湖観光協会の事務局長を退任することに伴い、まちづくり会議

の委員からも退任すると報告があった。 

 

６  閉会 

  ○森久保副代表による閉会 

                         

以  上 



 

第 87 回 相模湖地区まちづくり会議 全体会 次第 
 

日 時 ： 令和５年９月２１日（木）・19 時～ 

場 所 ： 相模湖総合事務所３階 大会議室 

 

１． 開 会 

 

２． 代表あいさつ 

 

３． 協議事項等 

 （１）令和５年度地区まちづくりを考える懇談会までの予定について 

 

 （２）令和５年度地区まちづくりを考える懇談会のテーマシートについて 

 

 （３）令和５年度地区まちづくりを考える懇談会の進行概要・想定質問要旨について 

 

 （４）令和４年度地区まちづくりを考える懇談会市等の発言に対する現在の対応状況に 

ついて 

 

 

４． 各部会等からの報告 

 

５． その他 

 

６． 閉 会 

 

 

 

 

 



日程 会議予定等

9月14日 まちづくり会議役員会

9月21日 まちづくり会議全体会

（※ここまでにテーマを決定）

10月12日 まちづくり会議役員会

10月13日 11/1号地域情報紙掲載出稿期限

10月19日 まちづくり会議全体会

（※この会議にて当日資料の承認）

10月23日 まちづくり懇談会テーマシート提出期限

11月16日 まちづくり懇談会当日資料提出期限

11月30日 まちづくり懇談会当日

相模湖地区まちづくりを考える懇談会予定表
(11月30日開催までのスケジュール）

○ 令和5年度相模湖地区まちづくりを考える懇談会日程

・日時 令和５年１１月３０日（木） １８：００～１９：３０

・会場 相模湖総合事務所 ３階大会議室

・市出席予定者 市⾧、テーマ所管部署局⾧ 他



時間  内容 対応者

１ 懇談会開会の宣言 副代表等

２ 出席者の紹介 副代表等

18：10

～18：20

３ まちづくり会議会⾧あいさつ

  令和４年度地区まちづくりを考える懇談会での

  市等の発言に対する現在の対応状況

代表

18：20

～18：25
４ 市⾧あいさつ 市⾧

５ テーマの概要及び地域での取組状況等の説明

  テーマ概要の説明：５分程度
代表

  地域での取り組み状況の説明：５分程度 役員等

18：35

～18：40

６ テーマに関連する区や市の取組み等について説

  明：５分程度
区⾧・局⾧・部⾧

18：40

～19：15
７ テーマについて懇談：４０分程度

19：15

～19：20
  代表より懇談まとめ 代表

８ 市⾧感想（全体の感想、地域への支援、今後の

  市の取組みの方向など）
市⾧

９ 懇談会閉会の宣言 副代表等

令和５年度　地区まちづくりを考える懇談会
「地域の未来を語ろうwith市長」全体の進行

                    （司会進行：まちづくり会議副会⾧等）

18：00

～18：10

18：25

～18：35

19：20

～19：30

開

会

懇

談

終

了

懇

談

会



相模湖地区まちづくりを考える懇談会 

「地域の未来を語ろうwith市長」テーマ 
 

■地区のまちづくりに関して、地区でテーマを設定する(二つ以内)。 

 □① 現在、地区で重点的に取り組んでいるもの。 

■② 今後、地区で取り組んでいく必要があるもの。 

 

■テーマの概要・内容 

概 要 
中山間地域の人口減少に対応した住みよい環境づくりについて 

（相模湖地区の交通機関の在り方について） 

内 容 

相模原市では本年6月2日に令和2年国勢調査を元に2070年までの将来人口

推計を公表した。 

その中で相模湖地区では 2020 年の人口 7,695 人から、50 年後の 2070 年に

1,683人まで減少するという推計が発表された。 

現状からも、2025 年の推計人口 7,110 人と近い 7000 人強という数字が 2023

年4月の実数として出ており、推計値を上回る現象の一途をたどっている。 

この人口減少に歯止めをかけることは難しく、人口が減少しても地域として存

続することができるようなまちづくりを行っていく必要がある。 

担当部署 
都市建設局まちづくり推進部交通政策課、教育局学務課 

 

 

■上記テーマに関する地区の取組状況等 

取組状況 

相模湖地区における公共交通機関は、ＪＲ相模湖駅を拠点として近隣地区を結

ぶ路線バスが運行されている。近年、利用者の減少により地区内の路線は経営状

況の見直しによる減便が行われている。 

また、唯一のタクシー会社も昨年の１２月に廃業し、隣接地区のタクシー会社

に対応いただいているが、ドライバー不足の影響により公共交通サービスを受け

ることのできない地域住民、観光客が増加するなど危機的な状況となっている。 

市においても吉野・与瀬地区、内郷地区において、「乗合タクシー」を運行し

ているが、コロナ禍以後利用者が減少し、運行継続基準を満たすことができず、

減便や廃止の検討も視野に入った状態が続いており、運用の見直しが求められて

いる。 

公共交通機関は、通勤、通学、通院、買い物、公共施設利用など住民の日常生

活の「足」として、更に自動車を運転しない高齢者などにとって特に欠かせない

交通手段である他にも、相模湖に訪れる観光客にとっても欠かせないものとなっ

ている。 

こうした状況を解決するため、交通手段の在り方や乗合タクシー利用者の更な

る増加策等について懇談を行う。 

 

 

 



■地域トピックス（既存の関連資料等がある場合にはご恵与ください。） 

地区の課題（テーマ以外にある場合）、アピールしたい点、工夫している点、良いところ、現在

取り組んでいる活動など、市長があいさつで触れるべきこと、または触れてもらいたいこと。 

ダムカレー、小原のモデル地区についての取り組み 

 

  



○○地区まちづくりを考える懇談会 

「地域の未来を語ろうwith市長」テーマ 
 

■地区のまちづくりに関して、地区でテーマを設定する(二つ以内)。 

 ■① 現在、地区で重点的に取り組んでいるもの。 

□② 今後、地区で取り組んでいく必要があるもの。 

 

■テーマの概要・内容 

概 要 子どもたちの居場所づくりについて 

内 容 当○○地区は、子どもたちの遊び場となるような公共施設が少なく、居場所づ

くりが課題であるが、住宅地の周辺には自然が豊富にあることから、子どもたち

が健やかに成長していくための地域資源に恵まれていると考えている。 

子どもたちが健やかに成長していくためには、様々な体験を通して豊かな心を

養っていくことが重要であり、当○○地区では、子どもたちの居場所づくりのた

めの取組を実施しているが、自然を生かした取組については、まだ行えていない

現状がある。 

現在、当地区で実施している取組についてご説明するとともに、自然を生かし

た居場所づくりについて、市と地域が協働して行うことができる取組について懇

談したい。 

担当部署 ○○課、○○課 

 

■上記テーマに関する地区の取組状況等 

取組状況 

・当○○地区では、子どもたちの居場所づくりの活動として、平日の空き時間を

利用して、自治会館及びその敷地内を子どもたちの遊び場として開放し、地域の

住民が交代で見守り役を担っている。 

・○○公民館を会場として、２か月に１回、こども食堂を開催している。徐々に

参加人数が増えてきており、次年度からは毎月開催したいと考えている。 

・子どもたちが地域の資源である自然に触れ、体験することで、健やかに成長し

ていくための環境づくりについてはまだ十分ではなく、貴重な地域資源が生かさ

れていないと感じている。 

 

■地域トピックス（既存の関連資料等がある場合にはご提供ください。） 

地区の課題（テーマ以外にある場合）、アピールしたい点、工夫している点、良いところ、現在

取り組んでいる活動など、市長があいさつで触れるべきこと、または触れてもらいたいこと。 

 

 

記載例 



相模湖地区の交通機関の在り方について想定質問要旨 

 

要点１ 相模湖地区乗合タクシーの更なる利用促進に向けた取り組み 

    ⇒利用実態や課題を踏まえ、説明する。 

（１）利用申し込み方法の見直し 

（２）目的地の延伸 

（３）タクシー機能の追加（観光客、個人事情、冠婚葬祭等） 

 

要点２ 地区全体を網羅する循環バス運行の取り組み 

⇒買い物支援、診療所通院、娯楽施設、駅等を循環するバスの実証実 

験について 

 

要点３ ライドシェア実施の可能性 

⇒本市における現状と課題、実現可能性について 

 

要点４ グリスロの導入について 

⇒城山地区で行っている実証実験の状況や相模湖地区への導入の是 

非について 

 

要点５ 藤野のスクールバスの空き時間の活用について 

⇒藤野のスクールバスは登下校の時間以外は空いている。相模湖地区 

を含む多用途の運用について 

 

要点６ フリートーク 

 



令和４年度 地区まちづくりを考える懇談会における進捗状況調査依頼票 

              地区名：相模湖地区    

※対応状況調査依頼票は、1案件１シートで提出してください。 

  

テーマ 
魅力あるまち、住みやすいまちづくりについて 

（地域の実情に見合った子育て支援策について） 

担当課 子ども・若者支援課 

懇談会での 

発言等 

移住の促進、特に子育て世帯に住みやすいまちとして選ばれるためには、我々

が地域の魅力を一層引き出し、発信していくことは言うまでもないが、安心して

子育てができる環境づくりや、子育てに対する市の支援策も重要であり、必要で

ある。 

懇談会での 

市の発言 

学校の施設をこども達の居場所として、自主的に遊べる場として活用する「放

課後こども教室」という事業を、市内の４つの小学校で実施している。これは、

５時頃まで、ランドセルを学校内に置き、遊びや勉強等の活動をしてから帰ると

いうもので、近隣では根小屋小学校で実施している。ただ、人の手配や学年ごと

に下校時間が異なる等の課題があるため、教育委員会と連携しながら、実施に向

けて取り組んでいきたい。当然、児童クラブも並行して開所するため、児童クラ

ブを利用する児童は５時以降も学校に残ることができる。 

こうした取組も含め、こどもの居場所づくりについては、前向きに取り組んで

いきたい。 

（杉野こども・若者未来局長） 

確認したい 

対応状況 

上記の市の発言で「放課後こども教室」の事業に取り組んでいくと言及されて

いるが、この事業について具体的な事業開始の目途についてご確認したい。 



令和４年度 地区まちづくりを考える懇談会における進捗状況調査依頼票 

              地区名：相模湖地区    

※対応状況調査依頼票は、1案件１シートで提出してください。 

テーマ 
魅力あるまち、住みやすいまちづくりについて 

（地域の実情に見合った子育て支援策について） 

担当課 子ども・若者支援課 

懇談会での 

発言等 

移住の促進、特に子育て世帯に住みやすいまちとして選ばれるためには、我々

が地域の魅力を一層引き出し、発信していくことは言うまでもないが、安心して

子育てができる環境づくりや、子育てに対する市の支援策も重要であり、必要で

ある。 

懇談会での 

市の発言 

児童クラブの状況について、障害をお持ちの支援級の方は６年生まで受け入れ

ているが、それ以外は原則３年生までの受入れである。ただし、モデル的に市内

数か所で４年生までを受け入れており、相模湖地区では、平成３０年度に桂北小

学校、令和３年度に千木良小学校、内郷小学校で４年生までの受入れを開始した。

一方、旧市域の状況は、児童数も多く場所の確保等も困難であり、小学校３年生

まででも待機児童が生じている。 

今年の児童クラブの利用者数は、桂北児童クラブが１４人、うち４年生は１人。

千木良児童クラブが１１人、うち４年生は１人。内郷児童クラブが２７人、うち

４年生は６人である。こうした状況も踏まえ、市の計画としてこどもセンターや

児童館を新たに設置するというのは財政面からも厳しい。ただし、児童クラブの

対象者については、今後広げていく必要があると思っており、相模湖地区等の中

山間地域については、６年生までの拡大を先行して実施していきたいと考えてい

る。 

（杉野こども・若者未来局長） 

確認したい 

対応状況 

上記の市の発言で「児童クラブ」の対象者を拡大していきたいと考えている、

と言及されているが、対象者の拡大についていつ頃開始できるかを確認したい。 












